
 

 

 

 

 

 

 

ｒａｎｄｏｍ成分が含まれるマグネシウム合金のＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ解析 
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  １．概要 

  ２．極点図 

  ３．ｒａｎｄｏｍ成分を含むか？ 

  ４． 極点処理（ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄ削除、ｄｅｆｏｃｕｓ補正） 

   ４．１ ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄプロファイルを確認しプロファイルの修正 

   ４．１．１ バックグランドの修正 

   ４．２ ｄｅｆｏｃｕｓ曲線 

  ５．ＯＤＦ向けデータ作成 

  ６．ｒａｎｄｏｍ％の計算 

   ６．１ ＬａｂｏＴｅｘ 

  ７．ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎの計算 

  ８．まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

 材料の異方性を調べる場合、極点図からＯＤＦ解析が行われている。 

   しかし方位の定量としてＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ（ＶＦ％、体積分率）まで解析される事は少ない。 

   ＶＦ％を求めるには、方位の組み合わせ解析が必要になり、更に解析打ち切りが難しい。 

   含まれる方位より少ない組み合わせが少ないと計算されるＶＦ％が大きく計算されてしまう。 

   本資料ではマグネシウムを例に、ｒａｎｄｏｍ成分の有無、ｒａｎｄｏｍ成分のＶＦ％の計算 

   マグネシウムのＶＦ％の計算を説明します。 

 

２．極点図 

 ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄを除いた方位の組み合わせ 

  A方位＋B方位＋C方位＋D方位＋ｒａｎｄｏｍ＝１００％  

 

 

 

 

 

   測定データ（ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄを含む） 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂａｃｋｇｒｏｕｄ削除は重要です。正確に削除するため、ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄプロファイルを確認し 

削除します。削除が不十分ではＶＦ％に影響します。 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 



３．ｒａｎｄｏｍ成分を含むか？ 

 θ／θプロファイルのＩＣＤＤデータ比較 

  

 青プロファイル：測定データ 

 赤プロファイル：CTR-DataBase-CreateProfile によりＩＣＤＤから作成 

  一致することからｒａｎｄｏｍ成分が含まれています。 

 

 

 回折線が混みあっているため、α軸が煽られる極点図の外周ではバックグランド測定が難しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４． 極点処理（ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄ削除、ｄｅｆｏｃｕｓ補正） 

４．１ ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄプロファイルを確認しプロファイルの修正 

 ４．１．１ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄプロファイルの確認 

 

 

 

 

 バックグランド曲線は、ｒａｎｄｏｍデータプロファイルの相似形になるはずです。 

 右図、プロファイルの乱れがあります。 

 



４．１．１ バックグランドの修正 

 バックグランドはｄｅｆｏｃｕｓの相似形から、測定されたｂａｃｋｇｒｏｕｎｄに 

    一致させる範囲を指定する 

  

 範囲指定でｄｅｆｏｃｕｓに合わせる 

 ｄｅｆｏｃｕｓ曲線は内部で計算しています。 

 一致させる範囲は、極点図毎に独立しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．２ ｄｅｆｏｃｕｓ曲線 

 ｒａｎｄｏｍ試料が得にくいため、計算で行う 

 受光スリット幅、測定２θ角度から補正曲線を計算 

 

 

 

 

 

 

４．３ ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄ処理、ｄｅｆｏｃｕｓ補正、規格化処理 

 

 

 

 

 



５．ＯＤＦ向けデータ作成 

  

  入力データ 

   

  ODF向けファイル 

   



６．ｒａｎｄｏｍ％の計算 

 予備ＯＤＦ解析後、ＯＤＦ図からＧＰＯＯＤＦＤｉｓｐｌａｙで計算 

 ６．１ ＬａｂｏＴｅｘ 

 Ｒｐ％ 

  

  ＯＤＦ解析は問題ありません。 

 ｒａｎｄｏｍ％ 

 分解能１００ 

  

  

  ４１％以下に乱れがあるが、最大値である４１％を目指す。 

  

  予測ｒａｎｄｏｍ％－＞４１％ 

 

 

 

 

 

 

 



７． ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎの計算 

 ７．１ ＬａｂｏＴｅｘ 

  

 Ｆｉｂｅｒの要素があるため、ＤａｔａＢａｓｅｎｉ＜００１＞Ｆｉｂｅｒ追加 

  

 デフォルトの選択で、繰り返し検索、数値が安定したら ExitandShow 

 

 

 



 ＯＤＦ比較、左図に方位の追加 

 

 

  

 

 

 



 再検索 

  

 予測Ｒｐ％＝４１％、安定したら終了 

 

 

極点図、ＯＤＦ図をＥｘｐｏｒｔし評価 

 

 

 

 

 



 入力極点図から計算したＯＤＦの再計算極点図とＶＦ％の極点図比較 

 

予測したｒａｎｄｏｍ％と比較 

 VolumeFraction    予測したｒａｎｄｏｍ％ 

 

 一致を確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コメントの追加 [yy1]:  



 ＬａｂｏＴｅｘ最終ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ 

  

 

  

 



極点図（上段：入力極点図、中段：ODF解析、下段：VF%結果） 

 

ODF解析結果     VolumeFraction結果 

 

ODF解析結果 

 

VolumeFraction結果 

 



８． まとめ 

 ＶｏｌｕｍｅＦｒｃａｔｉｏｎ解析結果の報告は少ないが、正確なデータ処理により 

    ＯＤＦ解析結果から評価できます。 

    ｒａｎｄｏｍが含まれていない場合、ＶＦ％の残差がゼロを目指し、ｒａｎｄｏｍが 

含まれている場合、予めｒａｎｄｏｍ％を計算し、ＶＦ％結果の残差がｒａｎｄｏｍ％との 

一致を目指せば、最終打ち切り判断が可能になります。 

 

 

 


